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高圧ガス用圧力容器
（ガスボトル）

　当社では、アキュムレータの製作ノウハウを生かした高圧ガス用圧力容器の設計製作もしています。
　その製作実績は、容積では１ � クラスから最大５００ �クラスまで、圧力では最大４９MPa（５００kgf/cm２）まで、
材質については一般炭素鋼材からステンレス鋼材まで、各種用途に応じて製作しています。
　また、ピストン型アキュムレータのレシーバータンクをはじめ、各種ガスの蓄圧容器として様々な使用実
績があります。
　高圧ガス保安法・特定設備検査規則に基づいた受検品を納入することも可能ですし、ASME受検品や各種
船級規格を受検した容器を製作することも可能です。レシーバータンクとして使用される場合は、ピストン
型アキュムレータとレシーバータンクのセットで設計製作もでき、この場合は接続ガス配管を含めて高圧ガ
ス保安法の複合機器として受検品を納入することも可能です。

注記：
１．当社で製作する高圧ガス用圧力容器は、高圧ガス保安法・容器保安規則の『容器』とは異なります。
２．高圧ガス用圧力容器は、ご使用条件に合わせて設計を行う完全受注生産品となります。

�以下は当社製作実績の一例です。
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中村工機　アキュムレータ選定依頼書 日付　　 　年　　月　　日

貴社名

ご担当者様名 TEL
E-mail

設備名・使用箇所
アキュムレータ使用目的 Ａ . 動力補償 Ｂ . 脈動減衰 Ｃ . 衝撃緩衝 D. その他

アキュムレータタイプ

□ ブラダ型 窒素ガスと液体の分離にブラダ（ゴム袋）を利用しています。エネルギーの蓄積
と放出による動力補償や配管の脈動吸収、衝撃圧の吸収など様々な用途に利用で
きます。省エネルギー化や設備の向上に役立ちます。

□ ピストン型 アキュムレータの充填ガスと加圧液体との分離にフリーピストンを利用しています。
ブラダ破損のような突発的事故が発生しない、信頼性の高いアキュムレータです。
ブラダ型では実現できない超大型や超大流量のアキュムレータの製作が可能です。

アキュムレータ選定のため、１～ 4 にご記入ください。

1. 検査・規格 2. 稼働条件 3. 使用流体によるゴム材質
材　質 使用流体 使用温度範囲

□ 10 （NBR）ニトリルゴム 低温用 － 25 ～ ＋   80℃

□ 20 （NBR）ニトリルゴム 一般鉱物油・水グライコール － 10 ～ ＋   80℃

□ 30 （CHC）ヒドリンゴム ガソリン・耐芳香族用 － 10 ～ ＋   90℃

□ 40 （I I R）ブチルゴム リン酸エステル用 － 10 ～ ＋   90℃

□ 28 （FKM）フッソゴム 耐薬品用 －   5 ～ ＋ 120℃

□

※ ゴム材質不明の場合は使用流体・使用温度範囲を記載ください。

□ 受検不要（中村工機社内規格）

□ 高圧ガス保安法

□  ASME

□ 第二種圧力容器

□ 中国規格

□ CEマーキング

□ 他（　　　　　　　　　　　）

常用圧力 MPa

設計温度 ℃

常用温度 ℃

使用温度範囲 　 ～ ℃

使用流体

設置場所 □ 屋内　  □ 屋外

設置方向 □ 縦　　  □ 横

使用目的 A～Dいずれかを選択し、ご記入ください。

A. 動力補償 B. 脈動減衰 C. 衝撃緩衝
必要放出量 ΔV ℓ

最高作動圧力 P3 MPa

最低作動圧力 P2 MPa

ガス予圧 P1 MPa

放出時間 Tn sec

蓄積時間 Tm sec

必要流出量 Q ℓ/min

ポンプの種類

□プランジャ      連 単動
       連 複動□ダイアフラム 

□ベーン □ギア □

平均作動圧力 Px MPa

設定脈動率 － %

最高許容圧力 Pm MPa

ガス予圧 P1 MPa

ポンプ吐出量 Q ℓ/min

ポンプ回転数 N rpm

常用圧力 PA MPa

最大許容圧力 PB MPa

ガス予圧 P1 MPa

液体密度 ρ kg/m3

配管の内径 d mm

配管の長さ L m

流量 Q ℓ/min

D. その他

※ CADデータ , 容量計算プログラムは、当社ホームページよりダウンロード出来ます。

当社記入欄 推奨型式 特記事項 営業所・担当

選定日　　　年　　月　　日

２７

4. 仕様 a～e

a. 液側継手

□ ブッシング
　 接続ネジサイズ  〔　　　　　　〕

□ フランジ （16 頁参照）
　〔　　　　　　　　　　　　　　〕
　相フランジ　要・不要〔　　　　　〕

□ フランジ（規格名・サイズ）

□ 継手不要

b. ガス側
□ コアレス (中村工機標準 )
□ コア
□ コアレス型ガスポート
 　圧力計  単位 (   　　　　     )
□ フランジ（規格名・サイズ）

c. 安全装置

□ メルティングプラグ
　 溶栓式 (中村工機標準 )

□ 破裂板式

□ 特殊 〔              　　　　　   〕

d. 銘板
□ 中村工機標準銘板
□ 指定銘板（仕様書を添付ください。）

e. 塗装
□ 不要（パーカライジング）

□ 中村工機標準
　 下塗　：合成樹脂系
　 上塗　：フタル酸樹脂系
　 塗装色：マンセルN7
　 （日塗工番号N－ 70）

□ 特殊（仕様書を添付ください。）

※その他特殊仕様 : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



日付　　 　年　　月　　日

設備名・使用箇所

◎　圧力は絶対圧力として算定ください。〔絶対圧力（MPaA）＝ゲージ圧力（MPaG）＋ 0.1〕

必要放出量 ΔV ℓ 最高作動圧（P3） から最低作動圧（P2）への変化における放出量

最高作動圧力 P3 MPaA 液体を蓄圧する時の最高圧力

最低作動圧力 P2 MPaA 液体を吐出した時の最低圧力

ガス予圧 P1 MPaA ①　

平均作動圧力 Px MPaA （ P3 + P2 ）/ 2

放出時間 Tn sec 必要放出量（Δ V） をアキュムレータから液体を放出する時間

蓄積時間 Tm sec 必要放出量（Δ V） をアキュムレータ内に液体を蓄積する時間

ポリトロープ指数　放出時 n
②　

ポリトロープ指数　蓄積時 m

アキュムレータガス容量 V1 ℓ ③　

①　ガス予圧の決定

※ aまたはbの値を推奨します。

a.   P1 = 0.9 × P2（最低作動圧力）
b.  温度変化のある場合 

◎ガス予圧 (P1) を左記より高い値に設定することで、
   アキュムレータの容量を小さくできますが、
   ブラダ寿命が短くなりますので推奨できません。

ガス予圧範囲は、  0.25 × P3（最高作動圧力）≦　P1　≦ 0.9 × P2（最低作動圧力）でご使用ください。

②　ポリトロープ指数 放出時間（Tn）,  蓄積時間（Tm）,  平均作動圧力（Px） の数値を確認の上、ポリトロープ変化・指数線図（3頁参照）
より値を算出ください。 m値（蓄積）は、ポリトロープ変化・指数線図 の数値算出後 －0.2 としてください。
（－0.2 は、アキュムレータ ガス容量（V1）不足をまねく恐れがあるための補正です。）
例　P2 =16.1MPaA  P3 =21.6MPaA  平均圧力 18.85MPaA
　　Tn   （放出時間） 1.5sec とするとポリトロープ変化・指数線図より　n値 1.85
　　Tm（蓄積時間）120sec とするとポリトロープ変化・指数線図より  m 値 1.48 － 0.2 ＝ 1.28  となる。
※等温変化の場合 、n＝m＝ 1
※ n（放出） ＜m（蓄積）の場合、nをmの値にすること。（放出容量の方が大きくなると矛盾するため）。
※m（蓄積）は変化時間が不定なことにより判然としない場合、m＝ 1とすることによって容量に余裕ができ無
難であると推奨します。

③　アキュムレータ

     　ガス容量計算公式

　　＜動力補償＞

※当社のアキュムレータ容量計算に「アキュムレータ効率」はありません。

計算例 最高作動圧力（P3）21.5MPaG　最低作動圧力（P2） 16.0MPaG の油圧ラインにおいて、必要放出量（ΔV）3.7ℓと
した場合のアキュムレータを選定をします。 放出時間 1.5sec, 蓄積時間 120sec,  外気温 26℃にてガス封入し、稼働
中は油温により 50℃になるものとする。

最大許容流出量の確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アキュムレータ　ガス容量（V1） 32.5ℓ以上 ,  最大許容流出量（Qmax）148ℓ/min以上  のアキュムレータが必要となります。
例題の場合、型式 G/T230-30　となります。

　　　　273 ＋最低温度（℃）
P1 ＝̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶×0.9 × P2（最低作動圧力）
　　　　273 ＋最高温度（℃）

V1＝
ΔV×P2× P3

P2（　）
1
ｍ

P1×
P3
P2（　）

1
n
－1｛　　　｝

＝ ＝
ℓ　　 × ×

MPaA

MPaA
（ ）1/

ℓ
× （ ）

1/｛ ｝－1
MPaA

MPaA
MPaA

MPaA

アキュムレータ選定は、最高作動圧力（P3）, アキュムレータガス容量 (V1), 最大許容流出量（Qmax）を考慮の上、カタログか
ら型式をお選びください。

必要放出量 ΔV   3.7ℓ ガス予圧 (P1)

最高作動圧力 P3 21.6 MPaA

最低作動圧力 P2 16.1 MPaA

ガス予圧 P1 13.4 MPaA アキュムレータ　ガス容量 (V1)

ポリトロープ指数　放出時 n   1.85

ポリトロープ指数　蓄積時 m   1.28

※ポリトロープ指数②例より

　　　　273 ＋ 26
P1 ＝̶̶̶̶̶̶×0.9 × 16.1 ＝ 13.4MPaA
　　　　273 ＋ 50

V1＝
ΔV×P2× P3

P2（　）
1
ｍ

P1×
P3
P2（　）

1
n
－1｛　　　｝

＝ ＝
3.7 16.1 × ×

21.6
16.1（ ）

1/1.28

32.5ℓ

13.4 ×｛ ｝－121.6
16.1（ ）

1/1.85

　Qmax ＝ ΔV×60
Tn

3.7ℓ×60
1.5sec

＝ ＝148ℓ/min

２８

中村工機　エネルギー蓄積（動力補償）用アキュムレータ  容量計算



日付　　 　年　　月　　日

設備名・使用箇所

◎　圧力は絶対圧力として算定ください。［絶対圧力（MPaA）＝ゲージ圧力（MPaG）＋ 0.1］

ポンプ種類 （　　　　）連 単動 ・（　　　　）連 複動

平均作動圧力 PX MPaA 液体の平均圧力

最大許容圧力 Pm MPaA 液体の最大圧力

ガス予圧 P1 MPaA ①

ポンプ吐出量 Q ℓ/min －

ポンプ回転数 N rpm －

ポンプ 1回転あたりの吐出量 q ℓ/rev q ＝ Q（ポンプ吐出量）/　N（ポンプ回転数）

ポリトロープ指数　放出時 n ②

ポンプ係数 F1 右表より

アキュムレータ　ガス容量 V1 ℓ ③

F1：ポンプ係数
ポンプ型式 F1

1 連 単動 0.60
複動 0.25

2 連 単動 0.25
複動 0.15

3 連 単動 0.13
複動 0.06

4 連 単動 0.10
複動 0.06

5 連 単動 0.06
複動 0.02

6 連 0.06
7 連以上 0.02
ギア・ベーン 0.06

①　ガス予圧の決定

※ aまたはbの値を適用ください。

a.
 　
P1 = 0.6 × Px（平均作動圧力）

b.  温度変化のある場合 

②　ポリトロープ指数 平均作動圧力（Px）を算出し、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ポリトロープ変化・指数線図（3頁参照）より値を決定してください。

③　アキュムレータ
     　ガス容量計算公式

　　＜脈動減衰＞
※当社のアキュムレータ容量計算に「アキュムレータ効率」はありません。

計算例 平均作動圧力 5MPaG、最大許容圧力は平均作動圧の 3%（5.15MPaG）上昇とし、
プランジャポンプ 1 連単動、ポンプ吐出量 32ℓ/min、 回転数 62rpm、ガス予圧 3.0MPaG の場合、
ガス容量何ℓのアキュムレータを使用すれば平均作動圧の± 3% の脈動率に押さえられるかを選定します。

アキュムレータ ガス容量 （V1）

よって、
ガス容量（V1） 26.8ℓ以上のアキュムレータを使用することに
より平均作動圧の± 3% の脈動率に押さえられる。
（但し実用面では接続配管の長さや流速等が関係するため、目
標値となる。）
例題の場合、　型式G/T175-30　となります。
脈動減衰効果例は、7頁をご参照ください。

（　）

（　）
V1＝ ＝

q×F1× Px
P1

1－
Px
Pm

1
n

＝
　　× ×（ ）

ℓ
1－（ ）

1/

MPaA

MPaA

MPaA

MPaA

ℓ/min

　rpm

ポンプ型式：プランジャポンプ　１連単動

平均作動圧力 Px 5.1  MPaA

最大許容圧力  Pm 5.25  MPaA

ガス予圧      P1 3.1  MPaA

ポンプ吐出量  Q 32  ℓ/min

ポンプ回転数 N 62  rpm

ポンプ係数    F1 0.60

ポリトロープ指数　放出時 n 1.51

※ポリトロープ指数は平均作動圧力 5.1MPaA
とし、ポリトロープ変化・指数線図（3頁参照）
より値を決定しています。

（　）

（　）
V1＝ ＝

q×F1× Px
P1

1－ Px
Pm

1
n

＝
× ×（ ）

26.8ℓ
1－（ ）

1/1.51

5.1
3.1

32

62

5.1

5.25

0.60

アキュムレータ選定は、最大許容圧力（Pm）、アキュムレータガス容量（V1）を考慮の上、カタログから型式をお選びください。

　　　　273 ＋最低温度（℃）
P1 ＝̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶×0.6 × Px（平均作動圧力）　　　　273 ＋最高温度（℃）

２９

中村工機　脈動減衰用アキュムレータ  容量計算



中村工機　衝撃緩衝用アキュムレータ　容量計算

日付　　 　年　　月　　日

設備名・使用箇所

◎ 圧力は絶対圧力として算定ください。［絶対圧力（MPaA）＝ゲージ圧力（MPaG）＋ 0.1］

常用圧力 PA MPaA 配管内圧力（衝撃圧力が発生していない状態）

最大許容圧力 PB MPaA 許容可能な最大の衝撃圧力

ガス予圧 P1 MPaA ①

配管の内径 d mm －

配管の全長 L m －

液体密度 ρ kg/m³ 石油系作動油 ≒ 900 kg/m³ 水≒1000 kg/m³ リン酸エステル系作動油 ≒ 1100 kg/m³

ライン流体質量 M kg ③

流量 Q ℓ /min －

流速 υ m/sec ④

ポリトロープ指数　放出時 n ②

アキュムレータ　ガス容量 V1 ℓ ⑤

①　ガス予圧の決定

※ aまたはbの値を適用ください。

a. 

 　　 P1 = 0.9 × PA

b.   温度変化のある場合

②　ポリトロープ指数 常用圧力（PA）から
ポリトロープ変化・指数線図（3頁参照）より値を決定してください。

③　ライン流体質量 M

　　計算公式

④　流速 υ
　　計算公式

⑤　アキュムレータ

　　ガス容量計算公式

　　〈 衝撃緩衝 〉

※当社のアキュムレータ容量計算に「アキュムレータ効率」はありません。

計算例 全長 700mの油送管で管サイズが 8B× Sch40（JIS：外径φ 216.3mm×厚さ 8.2mm） 常用ライン圧力が 0.75MPaG
で流量Q = 4500ℓ/min の管先端バルブの急閉鎖による衝撃を緩和する。常用圧力（PA）0.75MPaG、最大許容圧力（PB）
1.25MPaG、ガス予圧（P1）0.65MPaG とする。

アキュムレータ選定は、最高許容圧力（PB）、アキュムレータガス容量（V1）を考慮の上、カタログから型式をお選びください。

常用圧力 PA 0.85 MPaA ライン流体質量
最大許容圧力 PB 1.35 MPaA
ガス予圧 P1 0.75 MPaA
配管の内径 d 199.9 mm 流速
配管の全長 L 700 m
液体密度 ρ 900 kg/m3

ライン流体質量 M 19772 kg ガス容量

よって、
ガス容量（V1） 216ℓ以上のアキュムレータが必要となります。
例題の場合、型式 TL175-230　となります。

流量 Q 4500 ℓ/min

流速 υ 2.4 m/sec

ポリトロープ指数　放出時 ｎ 1.407

※ポリトロープ指数は平均作動圧力
1.1MPaA とし、ポリトロープ変化・指数
線図（3頁参照）より値を決定しています。

　　　　273 ＋最低温度（℃）P1 ＝̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶×0.9 × PA　　　　273 ＋最高温度（℃）

M＝　　×ｄ2× L×ρ＝　　×（　　　×10
－3
）
2
×　　　×　　　　　　　＝　　　　内径　mm 　　　全長　m 　　　液体密度　kg/m3

π
４ kg

π
４

υ＝ 21.23× 　　＝ 21.23 ×　　　　　 ＝
Q

d2
m/sec　　　　流量ℓ/min

　　　　内径mm 2

V1＝
M×υ2×（n－1）

2000×P1×｛　　 　｝（　）PBPA
n-1
n
－1
＝ ＝ ℓ
2000×　　　　×（ ）

□－1
□｛ ｝－1MPaA

×（　　　－1）kg　　 　　m/sec×
2

MPaA

MPaA

π

４

π

４M＝　　×ｄ2× L×ρ＝　　×（199.9×10
－3
）
2
×700×900　＝　19772 kg

υ＝ 21.23× 　　＝ 21.23 ×　　　　＝ 2.4m/secQ

d2
4500
199.92

V1＝
M×υ2×（n－1）

2000×P1×｛　　 　｝（　）PBPA
n-1
n
－1
＝ ＝216ℓ
2000×0.75×（ ）

1.407－1
1.407｛ ｝－11.35

0.85

19722×2.42×（1.407－1）

３０３０



１．アキュムレータの選定 
アキュムレータは、圧力容器ですので使用場所、使用圧力、容量等により法の適用を受け
る場合があります。アキュムレータの選定時にはご注意ください。 
アキュムレータは、使用条件（使用圧力、必要油量、使用温度、液体の種類、使用環境、
適用法規等）に適したものを選定し、ご使用ください。誤った選定の物を使用しますと、
期待した能力が出ないだけでなく、他の装置に悪影響を及ぼす危険がありますのでご注意
ください。 

 
２．アキュムレータの据付け 

アキュムレータへの溶接やねじ・穴開け加工は行わないでください。破裂等で被害を受け
る危険があります。 
アキュムレータは、フレームや壁面にバンド等で固定してください。アキュムレータの自
立のみでは、振動や地震等で各部に無理な力が作用するばかりでなく、ねじの緩みが生じ
ます。 
アキュムレータに外的熱影響を与えないでください。近くに熱源がある場合や直射日光を
受ける場合は、遮蔽板を設けてください。内部の密閉ガスが熱せられると、異常な圧力上
昇がおき危険です。 
アキュムレータを使用する配管系には、安全装置としてアキュムレータに直結する位置に
圧力制御弁を設け、アキュムレータの最高作動圧力を超えないようにしてください。 

 
３．窒素ガスによるガス封入（予圧） 

アキュムレータに封入するガスには必ず窒素ガスを使用し、酸素や可燃性ガスは絶対に使
用しないでください。火災や爆発等の災害を起こす危険があります。 
使用者がアキュムレータに窒素ガスを封入する場合には、法の適用は受けませんが、取扱
い関係者は高圧ガスの取扱いに関する教育を受け、第三者に危険が及ばないように注意し
てください。 
また、ガス封入には、アキュムレータに適応したチャージングアッセンブリーをご使用く
ださい。 
 

４．チャージングアッセンブリーの取扱い 
チャージングアッセンブリーは、予圧・予圧修正・検圧時以外にはアキュムレータから取
り外してご使用ください。 
常設していますとガス漏れや付属圧力計の損傷をまねきます。 

 
５．アキュムレータの操作（使用） 

アキュムレータは、最高作動圧力（設計圧力）以下でご使用ください。 
過大な圧力を加えますと破裂等で被害を受ける危険があります。。 
アキュムレータにガスを封入した状態で液圧を入れずに長時間（２週間以上）放置すると、
ブラダゴムがシェル内面に張り付く等のトラブルの原因になりますのでご注意ください。 

 
６．アキュムレータの保全 

アキュムレータのガス封入圧力は、予圧直後、１週間後、その後３ヶ月ごとに点検・調整
を行ってください。これはブラダの保護及びアキュムレータの機能維持のために必要です。 
また、ガス圧測定の際には、必ず液圧回路内の圧力を大気圧にしてください。 

 
７．アキュムレータの分解・組立・廃棄 

アキュムレータの分解の際は液圧回路内の圧力を大気圧にし、アキュムレータ内のガスを
完全に放出して大気圧に戻してから行ってください。内部に圧力が残っていますと、分解
中にガスが吹き出し、被害を受ける危険があります。 
窒素ガスを放出する場合には十分な換気を行ってください。酸欠による被害を受ける危険
があります。 
また、ガスが放出される方向を確認の上、その方向に人や物がないことを確認後、放出し
てください。放出されるガスの勢いが強く、被害を受ける危険があります。 
アキュムレータの再組立前に各部品に腐食・傷・変形等がないことをご確認ください。異
常がある部品をそのまま使用しますと、破裂等で被害を受ける危険があります。 
Ｔシリーズアキュムレータのブラダを上抜きで再組立する時には、シェル内底部に溜まっ
ている流体を抜き取ってください。流体が溜まっていると浮力によってブラダが異常変形し、
破損することがあります。 
アキュムレータの廃棄の際は液圧・ガス圧とも大気圧にし、分解後、再利用できないよう
に処理してから行ってください。 

　（注）＊印項目は、アキュムレータ現品に「注意」シールとして貼付しています。 

アキュムレータを安全にご使用いただくためのご注意 

◎アキュムレータは、流体を蓄圧する圧力装置です。取扱説明書をよく読み、その内容を理解してからお取
扱いください。 

　また、人的・物的な危険を防止し、安全にご使用いただくために次の事項を必ずお守りください。 

注意 

警告 

注意 

注意 

注意 

注意 

警告 

 

＊ 

注意 

注意 

警告 

注意 

注意 

警告 

注意 

注意 

警告 

＊ 

＊ 

＊ 

警告 ＊ 

 

＊ 

●３１ 
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技 術 資 料  

宇宙航宇宙航空研究開発機構提供 宇宙航

Headquarters:　18-43 Heizaemoncho, Amagasaki-shi, Hyogo-ken 660‐0087, Japan
TEL：06/6419-3791　　 E-Mail：nak@hyd-acc.co.jp　 
FAX：06/6419-3795　  http：//www.hyd-acc.co.jp

経済産業大臣高圧ガス認定工場 
ASME（米国機械学会）認定工場 
ISO 9001 認証工場（本社工場・アキュムレータ） 
中国AQSIQ製造許可 
CEマーク型式許可（Module B+D） 
各種船級規格対応（DNV認証工場） 

本　社　工　場 兵庫県尼崎市平左衛門町１８番地４３号 〒６６０‐００８７ 
 TEL．０６（６４１９）３７９１�　FAX．０６（６４１９）３７９５ 
 nak@hyd-acc.co.jp 
 
技術相談窓口 フリーアクセス : 0120-76-8960 
  
本 社営業所  兵庫県尼崎市平左衛門町１８番地４３号 〒６６０‐００８７ 
 TEL．０６（６４１９）７６００�　FAX．０６（６４１９）３７９５ 
 nakosaka@hyd-acc.co.jp 
 
東 京営業所  東京都港区新橋５丁目７番１３‐２０２号 〒１０５‐０００４ 
 TEL．０３（３４３５）１６２１�　FAX．０３（３４３５）１６２４ 
 naktokyo@hyd-acc.co.jp 
 
広 島営業所  広島県広島市中区袋町５番２８号（和光広島ビル）〒７３０‐００３６ 
 TEL．０８２（２４８）４０９３�　FAX．０８２（２４８）４０９６ 
 nakhiro@hyd-acc.co.jp 
 
中　国　工　場 22-15-9 Sreet 22 HEAD Hangzhou,310018 Zhejiang China. 
 TEL．+86-571-2887-1126　FAX．+86-571-2887-1125 
 nakchina@hyd-acc.co.jp

　弊社は、１９６２年に、ブラダ型アキュムレータを日本に紹介し

て以来、その間培われてきた技術と品質をもって他に類がな

い多くの製品を送り出しております。 

　尚、経済的な容量選定及び、関連法規などについてもお気軽

にお問合せ下さい。 

営業品目 

ブラダ型アキュムレータ 

ダイアフラム型アキュムレータ 

ハイドロ・ラグ 

センサー付アキュムレータ 

O　リング他特殊パッキン 

ピストン型アキュムレータ 

アキュムレータ元弁 

Ｎ２ガス封入用高圧ブースタ 

インライン型アキュムレータ 

◎改良のため予告なく内容を変更することがあります。 

（本社工場・アキュムレータ） 
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